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令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


総合的な学習の時間・道徳（第4学年）


テーマ〖牛乳パック集め隊の活動を通して〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田尻町立小学校　





≪学習のねらい≫


・学校のトイレットペーパーを、牛乳パックのリサイクルによりすべて交換できるようにするための


工夫を考える。


・リサイクル活動を通して、社会全体の状況に目を向け、自分たちにできることを考える。


≪学習の流れ≫


　実施時期　　6月　～　3月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


総合的な学習の時間�
「まず知ろう!ゴミのゆくえと現実」


・世界で発生している環境問題について知る。


・ゴミ焼却施設を訪れた動画を見る。


・焼却施設で働く方からのお願いメッセージ�
■「世界で発生している環境問題について」は、写真や動画を見ながら、子どもたちの「なぜ」という疑問について話し合いながら考える。�
�
２


道徳�
こんなことあったらどうする


・「命をつなぐ岬」


・「このままにしていたら」


・「琵琶湖のゴミ拾い」�
■自分の立場になって考え、どのようにすればいいのかを考える機会をもつ。�
�
３


総合的な学習の時間�
牛乳パックあつめ隊　結成式　


どのようにすれば、全校のみんなからの協力を得られるか考える。


アイデア①１年生はなぜ少ない→知らないから手紙を書こう


アイデア②回収日前に放送して啓発しよう


アイデア③使用量も少なくしよう→１日にどれだけのトイレットペーパーを使用しているか計算し、啓発する


アイデア④がんばったクラスが多い→表彰しよう


アイデア⑤牛乳パック回収の仕方をみんなで共有しよう→動画を作成し、ホームページ上で公開しよう�
■リサイクル活動が全校に浸透するために、できることを考えさせる。


■子どもたちがやってみたいことを挙げ、学校だけでなく、保護者や地域の協力をいただけるようにする。�
�
４


総合的な学習の時間�
活動をふりかえり


・自分たちの牛乳パックがどのようにトイレットペーパーになったか、リサイクル工場の動画を視聴する。


・自分たちの活動をふりかえり、今後の自分たちのありかたについて考える。�
■自分たちの態度、行動、地域の協力、消費量をふりかえり、今後の自分たちにできることについて考えを深める。�
�
≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫　オリジナル動画を作成


≪成果≫


　・環境問題や環境保全に主体的にかかわることができる能力や態度を育成することができた。


　・環境問題に関心をもち，持続可能な社会の構築にむけて行動することができた。









